
 

交
野
市
立
第
１
児
童
セ
ン

タ
ー
が
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
さ
れ
ま

し
た
。
１
Ｆ
は
子
育
て
支
援
施

設
で
図
書
室
な
ど
も
子
ど
も
が

対
象
で
す
が
、
他
に
市
民
が
利

用
で
き
る
体
育
室
が
あ
り
ま

す
。
２
Ｆ
は
だ
れ
で
も
利
用
で

き
る
和
室
や
研
修
室
な
ど
で

す
。 

「
親
子
で
安
心
し
て
気
軽
に
つ

ど
い
、
交
流
、
子
育
て
の
悩
み

相
談
」
が
で
き
ま
す
。 

施
設
は
、
幾
野
２-

６-

１
く
ら

や
ま
幼
児
園
、
第
２
中
学
近
く
。 

 

 

   

 

 

 

 

 

  

 

交野市立第１児童センター内 

【その他の質問】 

●星田北の土地区画整理事業について 

●学校の学級規模について 

●給食センターの民間委託について 

 

市
の
財
政
は
健
全 

 

28
年
度
の
交
野
市
の
決
算
状
況
は
、
一
般

会
計
及
び
４
特
別
会
計
（
国
保
、
介
護
、
後

期
高
齢
者
、
下
水
道
）
、
水
道
会
計
の
す
べ

て
が
黒
字
で
あ
り
、
市
の
赤
字
程
度
等
も
国

の
基
準
内
で
、
市
の
財
政
は
健
全
な
状
態
と

言
え
ま
す
。 

市
の
積
立

基
金
は
、
28

年
度
に
２
億

６
千
万
円
が

積
み
増
し
さ

れ
、
５６
億
７

千
万
円
に
増

え

て

い

ま

す
。 

 
 
 
 

 

中
学
校
の
「
入
学
準
備
金
」
が 

３
月
支
給
に
改
善 

 

経
済
的
に
困
難
な
家
庭
の

小
中
学
生
が
利
用
す
る
就
学

援
助
制
度
の
「
入
学
準
備
金
」

が
、
中
学
校
の
就
学
予
定
者
対

象
で
小
学
校
６
年
生
の
３
月

に
前
倒
し
支
給
さ
れ
ま
す
。 

以
前
か
ら
、
「
入
学
前
に
支
給

を
早
め
て
欲
し
い
」
と
の
声
が

あ
り
、
共
産
党
も
要
望
し
て
き

ま
し
た
。 

 

   

 

 
 

一
般
会
計
決
算 

 

平
成
28
年
度
は
、
黒
田
市
長
の
「
市
長

戦
略
」
に
よ
り
、
公
共
施
設
の
集
約
や
再

配
置
、
公
立
幼
児
園
民
営
化
な
ど
の
検
討

が
進
め
ら
れ
ま
し
た
。
幼
児
園
の
民
営
化

は
、
多
く
の
市
民
の
不
安
や
反
対
の
声
が

あ
る
な
か
、
１
園
民
営
化
が
進
め
ら
れ
よ

う
と
し
て
い
ま
す
。
日
本
共
産
党
は
、
市

が
市
民
の
声
に
真
摯
に
向
き
合
い
、
民
営

化
方
針
は
見
直
す
べ
き
と
求
め
、
決
算
認

定
に
反
対
し
ま
し
た
。 

 

ま
た
、
星
田
北
の
土
地
区
画
整
理
事
業

で
は
、
市
民
・
地
権
者
が
納
得
で
き
る
事

業
に
な
る
よ
う
、
市
と
し
て
十
分
な
説
明

と
丁
寧
な
合
意
の
形
成
に
役
割
を
果
た
す

こ
と
、
税
滞
納
者
の
生
活
を
脅
か
す
強
引

な
取
り
立
て
は
中
止
し
、
生
活
実
態
に
寄

り
添
っ
た
丁
寧
な
対
応
を
求
め
ま
し
た
。 

 

 

28
年
度
の
４
人
家
族
（
40

代
夫
婦
子
ど
も
２
人
・
所
得
２

０
０
万
円
）
の
保
険
料
は
３７
万

５
千
５
０
０
円
で
前
年
よ
り

１
万
１
，
３
０
０
円
も
引
き
上

げ
ら
れ
ま
し
た
。
毎
年
引
き
上

げ
ら
れ
、
払
い
た
く
て
も
払
え

な
い
高
す
ぎ
る
保
険
料
に
問

題
が
あ
り
ま
す
。 

 

日
本
共
産
党
は
保
険
料
の

引
き
下
げ
と
と
も
に
、
滞
納
者

の
生
活
再
建
こ
そ
が
重
要
と
、

市
に
支
援
体
制
の
強
化
を
求

め
ま
し
た
。 

「国民健康保険特別会計決算」 

―毎年の値上げ、差し押さえ２２４件― 

 

 

 

市
は
、
平
成
２９
年
４
月
か
ら
保
育
料
の

値
上
げ
を
実
施
し
ま
し
た
。
例
え
ば
、
年

間
収
入
約
260
万
円
未
満
世
帯
の
３
歳
未

満
児
の
第
一
子
が
２
千
円
か
ら
４
千
円
と

２
倍
に
上
が
っ
て
い
ま
す
。 

 

し
か
し
、
以
前
か
ら
保
育
料
が
子
育
て 

世
帯
の
家
計
に
重
く
の
し
か
か
り
、「
給
料

の
大
半
が
保
育
料
で
な
く
な
り
、
何
の
た

め
に
働
い
て
い
る
の
か
分
か
ら
な
い
。
」
な

ど
の
声
が
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
し
た
。 

 

ま
た
、
子
ど
も
の
貧
困
が
社
会
問
題
と

な
る
な
か
、
市
の
こ
の
動
き
は
、
子
育
て

支
援
に
も
、
子
ど
も
の
貧
困
対
策
に
も
逆

行
し
て
い
ま
す
。 

  

誰
も
が
、
子
育
て
し
や
す
い
ま
ち
交
野

を
進
め
て
い
く
た
め
に
、
今
こ
そ
懐
を
温

め
、
子
育
て
を
支
え
る
起
爆
剤
と
な
る
、

保
育
料
の
引
き
下
げ
・
無
償
化
を
求
め
ま

し
た
。 

所
得
は
増
え
て
い
な
い
の
に
、

保
険
料
は
毎
年
引
き
上
げ 

【
問
】
保
険
料
は
毎
年
連
続
で
引

き
上
げ
ら
れ
て
い
る
が
加
入
者
の

所
得
は
増
え
て
い
る
の
か
。 

【
答
】
平
成
25
年
度
の
平
均
所
得

は
１
０
７
万
円
だ
が
、
29
年
度
は

95
万
円
と
、
12
万
円
も
減
っ
て

お
り
年
々
減
少
傾
向
で
あ
る
。 

＊
40
代
夫
婦
と
子
ど
も
２
人
、
所

得
２
０
０
万
円
の
４
人
家
庭
の
保

険
料
負
担
は
所
得
の
１
９
．
４
％

と
、
重
い
負
担
に
な
っ
て
い
ま
す
。 

  

加
入
者
の
８
割
は
所
得
２
０
０

万
円
未
満
、
公
的
支
援
が
必
要

な
制
度
で
あ
る 

   国保料滞納者への差押え件数の推移 （件数） 

年度 不動産 預貯金 生命保険 給与 年金 その他 計 
 20 1 0 0 0 0 0 1 
 21 4 0 0 0 0 0 4 
 22 1 4 0 0 0 0 5 
 23 8 31 6 2 0 5 52 
 24 4 34 5 1 2 2 48 
 25 6 44 5 1 2 3 61 
 26 1 48 14 1 2 1 67 
 27 0 113 26 0 6 0 145 
 28 1 177 37 0 5 4 224 

 

【
問
】
国
保
会
計
の
黒
字
分
や
一

般
会
計
か
ら
の
繰
り
入
れ
で
保
険

料
を
引
き
下
げ
る
べ
き
で
は
。 

【
答
】
保
険
料
の
引
き
下
げ
に
一

般
会
計
か
ら
の
繰
り
入
れ
は
考
え

て
い
な
い
。 

多
く
の
市
町
村
が
一
般
会
計
か

ら
の
繰
り
入
れ
で
保
険
料
引
き
下

げ
に
取
り
組
む
な
か
、
交
野
市
は
、

保
険
料
の
軽
減
措
置
よ
り
も
徴
収

強
化
を
す
す
め
て
い
ま
す
。
そ
の

結
果
、
差
押
え
は
過
去
最
高
の
２

２
４
件
、
収
納
率
は
府
下
ト
ッ
プ

と
な
っ
て
い
ま
す
。 

  


